



































































































































































坂口 英 (岡山大 ･良)
ニホンザルは昆虫から樹皮まで幅広いものを食
べる雑食性であるが､詳細な生態学的調査結党か
ら草食性が強いことが知られている｡しかしなが
ら､植物体の縫経の分解 ･吸収 (消化)に対する
塁的評価はなされていない.これまでの我々の研
究では､消化管内容物が大腸に長時間滞留するこ
とから､ニホンザルの大腸は微生物の組維消化に
とって有利な機能を持つ可能性が示唆された｡本
研究ではこの点を解明することを目的として､飼
料消化率や消化管内容物滞留時間を実測すること
によって､消化生理学的検討を行った｡
1)繊維成分 (ADF)の消化率は低繊維飼料
(5.6%)で66.5%､高繊維飼料 (18.0%)で
27.2% (いずれも2頭の平均)であった｡この
値からニホンザルは高い飼料繊維消化能力を持
ち､高繊維飼料にも適応できる消化管機能が伯
わっていることがうかがえる.高繊維飼料の仏
経源の主体はアルファルファであるが､今回得
られた結果は､他の小型の草食性単胃動物のア
ルファルファ繊維消化率と比較すると高い方に
屈する｡
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